オプトアウトによる研究参加についてのお知らせ

【研究課題名】
膵腫瘍切除検体を用いた Xenium In Situ による単一細胞空間トランスクリプトーム解析に関する研究
【研究機関】
１．聖マリアンナ医科大学　病理学講座 分子病理分野
２．東京大学大学院　新領域創成科学研究科附属　生命データサイエンスセンター　鈴木穣研究室
【研究責任者】
１．大池 信之
２．鈴木 穣
【研究の目的】
本研究では，手術で切除された膵腫瘍組織を用いて，腫瘍を構成する細胞の種類や配置，および遺伝子の働きを詳しく調べます．これにより，膵腫瘍の成り立ちや進行の仕組みを明らかにし，将来的な診断法や治療法の発展につなげることを目的としています．
【研究対象となる方】
2022年4月1日から2025年3月31日までの間に，聖マリアンナ医科大学病院において膵癌または膵神経内分泌腫瘍に対する手術を受けられた方．
[bookmark: _Hlk239875260]【研究に用いる試料・情報】
通常診療および病理診断で使用された後の余剰組織（病理組織標本）および診療情報を使用します．余剰組織から作製した組織切片の一部は，個人を直接特定できる情報を含まないようコード化した上で，共同研究機関である東京大学大学院新領域創成科学研究科附属生命データサイエンスセンター 鈴木穣研究室へ提供します．
使用する情報：
年齢，性別，性別，年齢，臨床診断，主症状，臨床画像所見，血液検査所見，採取臓器，術式，術後経過，再発・転移の有無，予後，病理診断書（病理診断名，腫瘍径，組織型，分化度，脈管侵襲，神経侵襲，リンパ節転移，切除断端，病期分類，免疫組織化学的所見）
【研究方法】
本研究では，病理診断後に保管されている組織を用いて遺伝子発現解析を行います．解析に必要な組織切片は，個人を直接特定できる情報を含まないようコード化した上で，共同研究機関である東京大学大学院新領域創成科学研究科附属生命データサイエンスセンター 鈴木穣研究室に提供します．同研究室では，提供された組織切片を用いてXenium In Situによる単一細胞空間トランスクリプトーム解析を行い，腫瘍細胞および腫瘍微小環境を構成する細胞の空間的配置や遺伝子発現特性を解析します．
本研究のために新たな検査，採血，手術等を行うことはありません．また，本研究では，生まれつきの体質や遺伝病に関係する遺伝情報を調べることはありません．
【本研究結果の二次利用】
本研究で取得した試料およびデータは，将来，本研究と関連する医学研究に二次利用される可能性があります．現時点で具体的な二次利用の予定はありませんが，二次利用を行う場合には，改めて倫理審査委員会の承認を受けるなど，関係法令および倫理指針に従って適切に実施します．
【個人情報の保護について】
研究に使用する情報はコード化し，氏名や患者番号など，個人を特定できる情報は削除した上で使用します．
研究結果は学会や論文等で公表される場合がありますが，個人が特定されることはありません．
【研究データの公開について】
本研究で得られた解析結果の一部は，国内外の公的データベースへ登録される可能性があります．ただし，公開される情報はコード化されており，個人が特定されることはありません．
【研究への参加を希望されない場合】
本研究への試料・情報の利用を希望されない場合には，2026年11月30日までに下記問い合わせ先までご連絡ください．ご連絡いただいた場合には，該当する患者様の試料・情報は研究対象から除外します．なお，上記期間を過ぎ，既に解析が開始または終了している場合や，コード化されたデータが解析に使用されている場合には，試料・情報を研究対象から除外することが困難な場合があります．
【問い合わせ先】
聖マリアンナ医科大学　病理学講座 分子病理分野
研究責任者：大池 信之
TEL：044-977-8111
E-mail：nobuyuki.oike@marianna-u.ac.jp

